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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 頭蓋外，頭蓋内血管吻合術（EIABと略す）は，1967

年以来虚血性脳病変に対して行なわれているが，その

手術適応および効果については未だ議論がある．

 本研究は虚血性脳病変患者に対するEIABの適応

を決定し，かつEIABと保存療法との優劣を比較せん

とした．

 研究対象および方法

 1975年9月から1979年12月までの間にテント上の虚

血性病変のため東京女子医大脳神経センターまたはそ

の関連施設に入院しCTおよび脳血管撮影を施行され

た患者のうち1980年6月現在十分なfollow－upのなさ

れていたものを研究の対象とした．このうち保存療法

群（A群と略す）は74例，外科療法群（B群と略す）

は41例である．

 脳血管撮影所見は病変部位に基づいて7型に分類

し，さらに脳血管の狭窄の程度を（＋）から（冊）ま

での3段階に分けた．

 CT所見は梗塞巣の有無，広がりに応じて4群7型

に分類した．

 Neurological Score（以下NSと略す）としてはテ

ント上の主に中大脳動脈領域の脳虚血による症状を，

8項目，3段階に分けたものを用いた．A群およびB

群の時期別のNSを検定し，そのTotal Neurological

Score（TNSと略す）と予後および手術効果との相関

を検討した．

 さらに，follow・up期間が2年以上のものはA群の

中で56例（A’群と略す）B群で33例（B’群と略す）で

あるが，これらのTNSの比較より保存療法群と外科

療法群との予後を比較検討した．

 保存療法としては，急性期を過ぎたものにAspirin

⑧，Persantin⑪（dipyridamole）， MDS⑪（デキストラ

ン硫酸エステルNa）， Trental⑭（pentoxifylline）等

の単独または併用投与療法を行なった．

 EIABLには患側の浅側頭動脈と中大脳動脈皮質枝の

端側吻合を施行した．

 結果ならびに総括

 1）A群の中で再発作をおこした15例中6例（40％）

はMI dista1部の閉塞であった． B群では手術効果と

閉塞の部位や程度の間には関連性がみられなかった．

側副血行路の発達の程度が神経脱落症状の軽量および

予後に大きく影響した．

 2）CTでは， A群， B群のTIAおよびProlonged

Reversible Neurologic De丘cit（PRND）併せて34例

中，6例に10w density areaがみられたが，残りの28

例（82％）は正常または脳萎縮像のみであった．一方，

Completed Stroke（CS）56例中，38例（68％）が，径

3cm以上の，あるいはmultifocal， multilobar，もし

くはdifFuseなlow density areaを示した．

 3）保存療法群のうち，follow－up期間中再発作がな

く神経症状の悪化もみられなかったものは，Aspirin⑪

単独投与例で73％と最も多く，以下，Aspirin⑭とPen－

santin⑧の併用例で70％， Persantin⑪単独投与例で

57％，いずれの薬剤投与も受けてないもの60％であっ

た．

 4）EIABの手術適応となるものは，脳血管撮影上か
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らは側副血行路の発達がみられるもの，CT上は， low

density areaのないものあるいは1あっても，vital area

を回避した部位に小さなlow density areaをみとめ

る程度のものと言える．これらは臨床病型上，TIAあ

るいはPRNDに該当する．

 5）2年以上follow－upしたものについてみると，保

存療法群（A’群）56例中，10例（18％）外科療法群（B〆

群）33例中，9例（27％）に再発作がみられ，A’群の

8例（14％），B’群の3例（9％）が脳虚血病変が原因

で死亡した．さらに機能予後の面では，A’群の38％，

Bノ群の32％のものでTNSの悪化がみられた．しか

し，発作予後，生命予後，機能後いずれの面でも両群

の間に推計学上の有意差はみられなかった．

 6）EIABの術後合併症は10％であったが， oper－

ative mortalityは0％であった．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，脳梗塞，一過性脳虚血発作などに対する頭蓋内外血管吻合術の手術適応を検討した学術

上の価値の高い論文である．
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